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緊急連絡/安否確認システム 「エマージェンシーコール®」 
Version6.0R7 リリースノート 

2023 年 8 月 

サービスビジネス事業本部 

デジタル・サステナビリティ事業部 

 

日頃は「緊急連絡/安否確認システム エマージェンシーコール®」をご利用頂きまして、誠にありがとうございます。 

本資料では、Version6.0R7の新機能についてご説明致します。 
（以下内容は 2023 年 5 月時点の情報となり、機能や表示内容の変更の可能性があります。） 

 
エマージェンシーコールでは直感的な操作で緊急時にも分かりやすいサービスをご提供するべく、画面デザイン（UI） 

のリニューアルを機能ごとに順次実施いたしております。 

本バージョンアップでは、新デザイン画面でご利用いただける機能に下記が追加されます。 

※既存の画面（Version5.5）に変更はありません。 

 

＜新デザイン画面（Version6）での追加内容＞ 

機能・カテゴリ 追加・変更内容 

一般ユーザサイト 個人テンプレートの作成・編集、個人テンプレートからの発信 

連絡先の登録状況確認 

メール一斉テスト連絡 

グループ管理機能 

メンテナンスサイト 権限管理 

UI の改善 各操作における UI（ユーザーインターフェース）の改善 

新製品 「エマージェンシーコマンダー」の利用（有償オプション） 

 

 

v6.0R7 の新デザイン画面は、ご希望される場合に表示を切り替えることでご利用いただくことができます。 現在の画面

（Version5.5）から新デザインへ強制的に変更されるものではありません。 
 

リリース予定は下記の予定となっています。※予定は今後変更される場合があります 

 

＜Ver6 リリース予定＞ 
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１． 新デザイン利用の準備 

新デザインのログイン画面へのリンク表示にスーパーユーザでの表示設定が必要です。 

※既に Version6.0で表示設定済みの場合は、追加での設定は不要です。 

スーパーユーザの「システム設定」―「画面関連」―「新デザイン切替リンクの表示」 

●新デザイン切替リンクの表示設定イメージ （スーパーユーザ画面） 

 

 

設定を有効（チェックあり）にすると、ログイン画面に新デザインのログイン画面へのリンクが表示されます。 

●表示設定を有効にした後のログイン画面イメージ （ウェブ） 
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２．新デザイン画面（一般サイト） 

 

２－１．ホーム画面のレイアウト変更 

緊急時に利用するメニューと通常時に利用するメニューの整理を行いました。 

緊急の際に利用する機能を画面上部、通常時に事前準備として設定する機能を画面下部に配置 

することで、操作性の向上を図っています。 

●ホーム画面レイアウト変更 

 

 

 

 

主に通常の準備期間に利用する機能 

 

主に緊急時に利用する機能 
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２－２．個人テンプレートの作成／編集ならびに発信 

ユーザ毎（個人毎）のテンプレートの作成・編集ならびにそれを利用した発信が可能になります。 

 

●個人テンプレートの作成・編集 

 

 

●個人テンプレートからの発信 

 

テンプレート作成／編集画面にて、共有テンプレー

トと個人テンプレートの切り替えが可能 

テンプレート利用での発信画面にて、利用するテンプレ

ートを選択する際に共有テンプレートと個人テンプレー

トが切り替えが可能 

利用したいテンプレートを選択して発信 
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２－３．連絡先登録状況確認 

連絡先が正しく登録されていないユーザやメールが届かない状態になっているユーザの確認ができ 

ます。（Ver5の「ユーザ情報確認要請」の機能に対して操作性の改善を行いました） 

 

① エラーアドレスユーザの抽出 

届かないメールアドレスが登録されたユーザを絞り込むことができます。また、絞り込んだ結果を元に 

連絡発信することも可能です。 

 

●連絡先登録状況確認（エラーアドレスユーザの抽出） 
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② 登録媒体の確認 

連絡先（登録媒体）が１つも登録されていないユーザや、特定の媒体の登録状況を確認できます。 

 

 

③ 連絡先登録状況の部署別表示 

媒体未登録ユーザとエラーアドレス所有ユーザを部署別に確認できるようになりました。 

●連絡先登録状況確認（登録媒体の確認） 

 

●連絡先登録状況確認（部署別表示） 
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２－４．宛先テスト連絡機能 

メールアドレスに対しテスト連絡ができます（Ver5では「メールアドレステスト用連絡」が該当します） 

緊急連絡では確認操作を行った場合には以降の連絡媒体への連絡は行われませんが、宛先テスト連絡 

では全てのメールアドレスに連絡が送信されます。 

本機能と登録先確認状況でのエラーアドレスユーザの抽出操作を組み合わせることで、連絡先がエラー

となっているユーザを効果的に抽出できます。 

 

① 宛先テスト連絡 

宛先テスト連絡画面では、件名やメッセージなどの連絡発信に必要な情報は予め設定しています

ので宛先のみ設定することで、即座に連絡発信が可能です。 

件名やメッセージを変更したい場合は、必要に応じて変更してください。  

 

●宛先テスト連絡 
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２－５．一般ユーザサイトでのグループ管理 

一般ユーザサイトでのグループ管理機能が利用できるようになります。 

（※メンテナンスサイトでのグループ管理機能は、次回バージョンアップでの提供となります。） 

グループ管理には、ユーザを個別に指定する「手動グループ」と、部署や検索ワードなどの属性情報を

指定する「条件グループ」（Ver5での「自動作成グループ」が該当します）の２つの種類があります。 

 

① 手動グループの管理 

手動グループの管理画面から新規作成、または編集したいグループの選択を行い、グループ名や

対象ユーザの変更を行います。 

手動グループと条件グループをタブ切替え可能な別の一覧で表示するようになり、どちらの種類を

扱うのか分かりやすくなりました。 

また、Ver5 では配下制限のあるユーザ（所属部署配下のみ管理するユーザ）でも全てのグループ

を削除することができました。Ver6.0 以降では管理外（所属部署配下以外）のユーザが所属するグ

ループの削除はできなくなります。これにより、他の部署で利用しているグループが誤って削除さ

れることを防止します。 

 

●手動グループの管理 

 

 

  



9 

 

 

② 条件グループの管理 

条件グループの管理画面から新規作成、または編集したいグループの選択を行い、グループ名や

グループの条件（部署や地域、検索ワード）の変更を行います。 

また、Ver6.0 以降の条件グループ管理では、配下部署制限のあるユーザが条件グループを作成

する場合は、必ず部署指定が必要になります。（指定可能な部署は、所属部署およびその配下の

部署になります） 

  

●条件グループの管理 
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３．新デザイン画面（メンテナンスサイト） 

３－１．メンテナンスサイトでの権限管理 

メンテナンスサイトにて権限の作成や編集、条件（部署や地域、検索ワード）を指定した権限の 

一括操作が可能になります。（Ver5.0での「権限付与・解除」が該当します） 

 

 

① 権限の管理 

作成済みの権限の確認や、権限の新規作成、作成済み権限の編集、削除が可能です。 

また、Ver5.0 と比べ権限の内容が分かりやすくなるように表示を改善しました。 

●権限の管理 
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② 権限の一括付与 

条件を指定し、条件に合致するユーザを対象に一括で権限を付与することができる「権限付与条件」が

追加されます。権限付与条件は、権限解除条件も兼ねており、作成した権限付与条件を利用した権限

の一括解除も可能です。（「権限の一括解除」参照） 

権限の一括付与では、下記３通りの付与方法があります。 

 １・・・条件に合致するユーザの権限をすべて削除し、指定権限を付与する 

 ２・・・条件に合致するユーザの既存権限を維持し、指定権限を新たに付与する 

 ３・・・条件に合致するユーザの内、権限を一切所有しないユーザにだけ指定権限を付与する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③権限の一括解除 

権限一括付与条件を利用した権限の一括解除が行えます。 

権限の一括解除は、指定した権限を条件に合致するユーザから解除します。 

全ユーザ権限解除では、管轄ユーザ全員の権限をすべて解除します。 

 

●権限の一括付与 

 

 

●権限の一括解除 
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４．エマージェンシーコマンダー 有償オプション 

 

  タブレット型発信専用端末 「エマージェンシーコマンダー」 の販売を開始いたします。 

  火災、事故、要員参集などの緊急時にログイン不要の簡単操作で一斉通報ができます。 

  本製品は、有償オプションとなります。販売価格、納期などの詳細は営業担当までお問い合わせください。 

 

＜エマージェンシーコマンダー イメージ＞ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・携帯可能なタブレット端末 

・通信手段は「モバイル通信」「Wi-Fi」「有線 LAN」利用可能 

 

 

 

 

 

 

 

補足 

●Version6.0の動作確認済みのブラウザ 

GoogleChrome110,FireFox102.8,MicrosoftEdge110（Chronium） 

※サポート対象につきましては、最新のブラウザバージョンがリリースされた時点で順次対応いたします。 

 

●Version6.0の動作確認済みのスマートデバイスの OS 

iOS 15、16 

Android バージョン 5、6、7、8、9、10、11、12、13 

 

 


